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はじめに

u 精神科医療の現場では、以前からレクリエーショ
ンとして運動が取り入れられてきた。近年は競技
スポーツへと広がり、精神科デイケアで多く取り
入れられるようになった１）。当デイケアにおいて
も各種球技をプログラムとして実施している。

u 今回、うつ状態から引きこもりとなった症例に対
する球技を軸とした安定通所に向けた支援を行っ
た。その後の職場定着に至るまでの経過とデイケ
アの支援内容を報告する。
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１）岡村武彦 精神科医療とスポーツ,臨床作業療法,Vol.12(2),p111,2015



症例紹介з

u 基本情報

¸ A氏

¸ ２０代 βX年当時

¸ 男性

¸ うつ状態 β外来通院のみ

¸ 薬物療法：スルピリド錠50mg・1錠

/Xñ1年9月～X＋1年12月

¸ 最終学歴：高卒

¸ エゴグラム：遠慮がち、協調性、妥協性、素直（AC優位型）

¸ YG性格検査：情緒不安定非活動的内向型（E型）

¸ 趣味：ゲーム

¸ 特技：球技全般
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症例紹介и

u 現病歴

X－２年：アルバイト先の飲食店にて店舗異動あり、
同僚が行う仕事の手順や態度の変化にストレスを感
じたが相談できず、仕事に行かなくなり、退職とな
る。

X－１年：仕事を辞めてから人に会いたくない、意欲
低下などの症状が続き、当科初診となる。うつ状態
と診断を受け、外来通院を開始。初診より半年後、
薬物療法に加え、デイケア通所を開始する。
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治療経過з デイケア導入

u X年２月～X年６月

診察にて医師より、引きこもり改善を目的と
してデイケア参加を勧められる。見学時にプロ
グラム紹介を受け、フットサルに関心を示す。

「人が多くていられない」と訴えがあり、週に1

回のフットサルへの体験参加をOTより提案。

X年２月、デイケアを開始する。

AM

PM フットサル
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治療経過и デイケア中断

u X年7月～X＋2年2月

X年7月のフットサル参加を最後に欠席が続き、電話
連絡の際、「人に会いたくない」と応じる。

利用者帰宅後にOTとの会話を提案すると、通院日な
どに顔を出すようになる。

X＋1年7月の診察以降、通院が途絶える。電話連絡
にも応じない音信不通の状態が続き、デイケア中断と
なる。

AM

PM

終了後 電話連絡、面談
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治療経過й デイケア再開

u X＋2年2月～X＋2年6月

引きこもり状態が続いていたが、通院を再開。

「人の視線が怖い」とマスクとバンダナで顔を
覆って来所。

欠席が続く中、OTがソフトボールへの参加を提
案する。

類似した症状を持つ利用者と練習を共にする。

チームメイトより、練習の継続が難しいことに
対する理解と励ましが得られ、通所頻度が次第に
安定する。

AM

PM フットサル ソフトボール
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治療経過к 回復①

u Ｘ＋2年7月～Ｘ＋2年11月

面談にて「ソフトボールの練習がしたい」とあ

り、週３回へと日数を増やすことを提案。

練習態度や安定した技術を周囲から認められる。

練習前後の準備や片づけの他、A氏から他者を褒
める、励ます場面が見られる。顔を隠すことをやめ
る。

AM 委員会 スポーツ 麻雀

PM フットサル ソフトボール ソフトボール
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治療経過к 回復②

uＸ＋2年11月～Ｘ＋3年11月

バレーボールのキャプテンとなり、通所頻度を週

５日とする。

他者に対する参加促しや技術指導が増える一方、
「出すぎてしまった」との落ち込みあるが、自ら相
談し、通所を再開。

バレーボールでは目標であった札幌大会に優勝し
、札幌代表として東北大会に出場する。また、ソフ
トボールでもキャプテンとして優勝に貢献する。

AM 委員会 麻雀 アサーション 麻雀 ミーティング

PM 麻雀 ソフトボール バドミントン
バレーボール

ソフトボール ソフトボール
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治療経過к 回復

札家連ソフトボール大会
（つどーむ X+2年10月）

全国障害者スポーツ大会
東北ブロック大会
（青森県総合運動公園 X+3年5月）
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治療経過л 就労支援

uX+3年11月～X+4年1月

A氏自ら就労に向けた相談がある。

就労プログラムと並行して個別就労支援を開始す
る。「医療機関とハローワークの連携モデル事業」
の対象者として支援を開始。

本人の特性や希望などから検討を重ね、ゲームを
扱う企業に応募して採用が決まる。

AM 就労委員会 麻雀 レッツワーク 麻雀 ミーティング

PM 麻雀 DIY バレーボール 就職活動等 バドミントン
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治療経過м 職場定着支援

uX+4年2月～

X+4年2月、ハローワーク職員とともに企業訪問を
実施。A氏を交えてカンファレンスを行い、持続可能
な職場環境の構築に向けた意見交換を行う。

現在は5日/ 週、4時間/ 日にて就労を継続中。

デイケアは2～4日/ 月、運動機会の維持と、職場で
の悩みを打ち明ける場として利用を継続中。

AM 仕事 スポーツ 仕事 仕事 仕事 仕事

PM 仕事 ソフトボール 仕事 仕事 仕事 仕事
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評価з 通所頻度
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評価и デイケア自己評価表①
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（ できる：２ まぁまぁできる：１ できない：０ わからない：空欄 ）

β評価時は処方無く「服薬」の
項目を削除した



評価и デイケア自己評価表②
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（ できる：２ まぁまぁできる：１ できない：０ わからない：空欄 ）



評価и デイケア自己評価表③
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（ できる：２ まぁまぁできる：１ できない：０ わからない：空欄 ）



考察з 運動による治療効果

u先行研究より

・中強度の運動療法を行うことで抑うつ症状が改善
する可能性が高い２）

u A氏において

・運動プログラム参加後の変化

①通所日数の段階的増加

②ADL・自己評価の向上

③自発的対人折衝の増加
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２）内田直 精神科疾患の運動療法,総合リハビリテーション,vol44(11),p963,2016

抑うつ症状
の改善



考察и 集団力動の作用①

u 集団の治療因子３）

・人に対する恐怖心

Ҝ同じ症状をもつ利用者の存在

Ҝ「自分だけではない」

・継続参加や自発的交流が困難

Ҝ理解と励まし

Ҝ「安心できる場」

準備・片づけ・他者を励ます

Ҝ他者から必要とされる体験
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３）山根寛 ひとと集団・場,三輪出版,第2版,p54-58,2007

普遍的体験

愛他的体験

受容される
体験



考察и 集団力動の作用②

u 集団の治療因子

集団の目標：大会優勝

Ҝ所属意識の高まり

Ҝ集団が魅力的で価値のある場に

Ҝ練習参加への動機付け

活動を介した共有体験

Ҝメタコミュニケーション

Ҝ集団に対する親密感
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共有体験

相互作用
凝集性



考察й
就労支援と職場定着支援

ÅADL

Å対人交流

職業準

備性

Åチーム支援

Å就労プログラム
就職活動 職場定着
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u 球技を中心としたデイケア活動による職業準備性の
獲得とチーム支援によって、スムーズな就労移行と
職場定着へと繋がった。



おわりに

u A氏に対する球技を軸とした支援は、その運
動効果によって抑うつ症状の改善に繋がった。

u 球技グループの集団力動が働くことで、デイ
ケアがＡ氏にとって「安心できる場」となっ
た。また、優勝を目指すプログラム展開によ
り、グループへの所属意識や親密感が高まり、
引きこもりを防ぐ結果へと繋がった。

u 球技を軸とした支援による回復とチーム支援
によってスムーズな職場定着に至り、A氏の
自己実現に繋がった。

21



今後の課題

u デイケアの課題

中断時に支援が途切れた点について、再導入への
働きかけが不十分であった。外来通院患者、中でも
対人恐怖の強い症例は引きこもりに陥り易いため、
入り口をアウトリーチ（治療者がクライアントのところへ出

向く）で関わるべきとされている４）。

u 研究課題

球技グループによる集団的効果に関する研究は少
なく、今後は一定以上の症例に対して信頼性の高い
評価方法を用いた研究を行うなど、球技プログラム
の在り方について検討を重ねていきたい。
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４）浜中利保 一人ひとりがリカバリーしていくステップとなるデイケアを目指して,

精神医療,no.89,p73,2018


